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Symantec、 Symantec ロゴ、 LiveUpdate は Symantec 
Corporation の登録商標です。 Symantec AntiVirus は
Symantec Corporation の商標です。 その他の会社名、 製
品名は各社の登録商標または商標です。
Symantec AntiVirus Corporate Edition はワークステーシ ョ ン とネッ ト ワーク

サーバーに対する ウ イルス を防止し ます。 中央管理コ ン ソールの SSC

（Symantec System Center の略） で次のこ とができます。

■ ウイルス定義ファ イルのポ リ シーを設定して適用する

■ ウイルス定義ファ イルの更新版を管理する

■ 活動状態のウイルスを制御する

■ コンピュータグループのウイルス定義ファ イルを管理する （スキャンの

開始、 スケジュール設定と リ アルタイム保護の設定による）

■ スキャン、 ウイルス検出、 イベン ト履歴を見直す

Norton AntiVirus Corporate Edition からのアップグレードの場合には p.5 の

「この リ リースでの新機能」 を参照して ください。

主要なコンポーネン トは次のとおりです。

■ SSC

Symantec AntiVirus Corporate Editionを実行しているコンピュータの一元

管理、 ウイルス定義ファ イルのロールアウ ト 、 ウ イルス定義ファイルの

更新、 中央検疫の管理、 警告の転送の管理ができます。

■ Symantec AntiVirus Corporate Edition サーバー

他のSymantec AntiVirus Corporate Editionサーバーやク ラ イアン ト を管理

します。Symantec AntiVirus Corporate Edition サーバーを実行しているコ

ンピュータのウイルス対策保護もします。

■ Symantec AntiVirus Corporate Edition ク ラ イアン ト

Symantec AntiVirus Corporate Edition ク ラ イアン ト を実行している コン

ピ ュータのウ イルス対策保護を し ます。 Symantec AntiVirus Corporate

Editionク ラ イアン トには親サーバー経由でク ライアン トの管理や更新を

する機能と警告を送信する機能があ り ます。

■ Symantec 中央検疫

ヒ ュー リ ステ ィ ッ クに検出した新種のウイルスまたは認識されないウ

イルスに対して自動応答します。 感染項目はサーバーと ク ラ イアン トの

上で隔離されて中央検疫に転送されます。 中央検疫は感染情報をシマン

テッ ク ・ セキュ リ テ ィ ・ レスポンスに転送し ます。 シマンテッ ク ・ セ

キュ リ テ ィ ・ レスポンスはウイルス定義ファイルの更新版を開発して返

送します。

■ Symantec Packager

独自のカスタムインス トールパッケージを作成、 修正、 配置できます。

Symantec AntiVirus Corporate Edition コン
ポーネン トのインストール
こ こでは Symantec AntiVirus Corporate Edition の主なコンポーネン トの簡略

化したインス トール手順を示します。ステップを追った手順と追加のインス
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トール手順については 『Symantec AntiVirus Corporate Edition イ

ンス トールガイ ド』 を参照して ください。

SSC のインストール
インス トール中は SSC のすべてのコンポーネン トがデフォル ト

で選択されます。 インス トールする必要がないコンポーネン ト

は選択解除できます。

Window NT 4.0 の場合、 Microsoft Management Console （MMC）

1.2 日本語版がすでにインス トールされているこ とを確かめて

ください。 MMC 1.2 日本語版は CD1\SSC\MMC\IMMC.EXE を

実行してインス トールできます。 インス トール後は必ずシステ

ムを再起動して ください。

SSC をインス トールするには

1 Symantec AntiVirus Corporate Edition CD を CD-ROM ド ラ イ

ブに挿入します。

2 Symantec AntiVirus Corporate Edition ウ ィ ン ド ウで ［管理者

用ツールのインス トール (T)］、 ［Symantec System Center の

インス トール (S)］ の順にク リ ッ ク します。

3 画面の指示に従って操作します。

Symantec AntiVirus Corporate Edition サー
バーのインストール
AV サーバーロールアウ ト ツールをインス トールした場合には

Symantec AntiVirus Corporate Edition サーバーを SSC からインス

トールするこ と もできます。

NetWareサーバーにSymantec AntiVirusサーバーをロールアウ ト

するコンピュータで Novell Client for NetWare を実行するこ とを

お勧めします。

Symantec AntiVirus Corporate Edition サーバーのインス
トール

Windows コンピュータ と NetWare コンピュータではコンピュー

タの選択方法が異な り ます。

サーバーのインス トールを開始するには

1 Symantec AntiVirus サーバーをインス トールしたい NetWare

サーバーがあればそのサーバーにログインします。 

2 CD-ROM ド ラ イブに Symantec AntiVirus Corporate Edition

CD を挿入します。

3 Symantec AntiVirus Corporate Editionウ ィ ン ド ウで［Symantec

AntiVirus のインス トール (S)］、［サーバーのリモート インス

トール (D)］ の順にク リ ッ ク します。

4 よ う こそウ ィ ン ド ウで次のいずれかの操作をします。

■ Symantec AntiVirus サーバーをまだインス トールしてい

ないコンピュータにインス トールするには［インス トー

ル (I)］を ク リ ッ ク してから［次へ (N)］をク リ ッ ク します。

■ Symantec AntiVirus サーバーをすでにインス トールして

あるコンピュータにインス トールするには ［更新 (P)］

をク リ ッ ク してから ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

5 使用許諾契約を読んで ［同意する］ を選択してから ［次へ

(N)］ をク リ ッ ク します。

6 項目の選択ウ ィンド ウで［サーバープログラム (S)］にチェ ッ

クマークが付いているこ とを確認してから ［次へ (N)］ を ク

リ ッ ク します。

警告管理システム （AMS2） を使う予定の場合には ［警告

管理システム (AMS2) (A)］ にもチェ ッ クマークが付いてい

るこ とを確認します。

7 次のいずれかの操作をします。

■ Microsoft Windows コンピュータを選択するには p.2 の

「Microsoft Windows コンピュータを選択するには」 を

参照して ください。 

■ コンピュータの リ ス ト をインポートするには p.2 の

「Windows NT/2000/XP/2003 コンピュータの リ ス ト を

インポートするには」 を参照して ください。

■ NetWare コンピュータを選択するには p.2 の 「NetWare

サーバーを選択するには」 を参照して ください。

8 p.3 の「サーバーインス トールを完了するには」に進みます。

Microsoft Windows コンピュータを選択するには

1 コ ンピ ュータの選択ウ ィ ン ド ウの左ペイ ンで ［Microsoft

windows network］ をダブルク リ ッ ク します。

2 インス トール先のサーバーを選択してから ［追加 (A)］ を ク

リ ッ ク します。

3 インス トール先にするすべてのサーバーを追加するまでス

テップ 1 と 2 を繰り返します。

Windows NT/2000/XP/2003 コンピュータのリス ト をイン

ポートするには

1 インポートするサーバーのリ ス ト を準備します。

リ ス トは各サーバーの IP アド レスごとに行を分けたテキ

ス ト ファ イルにする必要があ り ます。 

2 コンピュータの選択ウ ィンド ウで［インポート (I)］をク リ ッ

ク します。

3 コンピュータ名が入っているテキス ト フ ァ イルを見つけて

ダブルク リ ッ ク します。

認証処理中に認証が必要なコンピュータにはユーザー名と

パスワードを指定する必要があ り ます。

4 ［選択の概略］ダイアログボッ クスで［OK］をク リ ッ クします。

認証処理中にセッ ト アップはエラー状態の有無を調べま

す。 個々のコンピュータ別にこの情報を表示するか、 後で

表示するためにログファ イルに情報を書き込むかの確認

メ ッセージが表示されます。

5 次のいずれかの操作をします。

■ ログファ イルに書き込むには［はい］をク リ ッ ク します。

ログファ イルを作成する場合、 それは

C:\Winnt\Navcesrv.txt にな り ます。

■ 個々のコンピュータ別に情報を表示するには ［いいえ］

をク リ ッ ク します。

NetWare サーバーを選択するには

1 コ ン ピ ュータの選択ウ ィ ン ド ウの左ペイ ンで ［Netware

services］ をダブルク リ ッ ク します。
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2 次のいずれかの操作をします。

■ バインダ リサーバーにインス トールするには ［Netware

サーバ］ をダブルク リ ッ ク してから、サーバーアイコン

によって示されるサーバーを選択します。

■ NDS にインス トールするには ［Novell Directory 

Services］ をダブルク リ ッ ク してから Symantec 

AntiVirus サーバーのインス トール先にしたい SYS ボ

リ ュームオブジェ ク ト を選択します。 SYS ボ リ ューム

オブジェ ク ト を見つけるには、 ツ リーオブジェク ト を

ダブルク リ ッ ク し、 SYS ボ リ ュームオブジェ ク トが

入っている編成単位つま り部署に達するまで編成オブ

ジェク トの展開を続けます。

3 ［追加 (A)］ をク リ ッ ク します。

4 NDS にインス トールする場合、 コンテナ名とユーザー名と

パスワードの入力を要求する メ ッセージが表示されます。

間違ったユーザー名またはパスワードを入力しても、 イン

ス トールは正常に続行します。 ただし、 NetWare サーバー

上で Symantec AntiVirus の起動を試みる と認証エラーが表

示され、 正しいユーザー名とパスワードの入力を要求する

メ ッセージが表示されます。

5 インス トール先にするすべてのサーバーのボ リ ュームを追

加するまでステップ 2 から 4 を繰り返します。

サーバーインス トールを完了するには

1 コンピュータの選択ウ ィンドウで ［完了］ をク リ ッ クします。

2 ［サーバーの概略］ ダイアログボッ クスで次のいずれかの操

作をします。

■ デフォル トの Symantec AntiVirus Corporate Edition イン

ス トールパスを受け入れるために ［次へ (N)］ をク リ ッ

ク します。

■ パスを変更するためにコンピュータを選択して［インス

トール先の変更 (C)］ を ク リ ッ ク します。 ［インス トー

ル先の変更］ダイアログボッ クスでインス トール先を選

択し ［OK］ を ク リ ッ ク してから ［次へ (N)］ を ク リ ッ ク

します。

3 ［Symantec AntiVirus サーバーグループの選択］ ダイアログ

ボッ クスで次のいずれかの操作をします。

■ 新しいサーバーグループの名前を入力してから ［次へ

(N)］ をク リ ッ ク します。

新しいサーバーグループを作成するかど うかの確認を

要求する メ ッセージと、 サーバーグループのパスワー

ドの指定を要求する メ ッセージが表示されます。

■ 接続する既存のサーバーグループを選択して［次へ (N)］

を ク リ ッ ク してから、 メ ッセージが表示されたらサー

バーグループパスワードを入力します。

4 次のいずれかを選択します。

■ ［自動起動 (T)］

NetWare サーバー上では、 Symantec AntiVirus Corporate

Edition サーバーをインス トールした後で VPSTART.NLM

を手動でロードする必要があり ますが、VPSTART.NLM は

後で自動的にロード されます。 これが有効になる前にイ

ンス トール処理中にサーバーグループを作成または接続

する必要があり ます。

■ ［手動起動 (A)］

NetWare サーバー上では、 Symantec AntiVirus Corporate

Edition サーバーをインス トールした後はサーバーの再起

動時に毎回 VPSTART.NLM を手動でロードする必要があ

り ます。 Windows NT/2000/XP/2003 コンピュータ上では

このオプシ ョ ンを選択しても有効になりません。

5 ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

6 ［Symantec System Center プログラムを使っています］ ダイ

アログボッ クスで ［次へ (N)］ を ク リ ッ ク します。

7 ［完了 (N)］ をク リ ッ ク します。

8 ［セッ ト アップの進行状況］ ダイアログボッ クスにエラーが

報告された場合にはサーバーを選択してから ［エラーの表

示 (V)］ を ク リ ッ ク します。 確認したら ［閉じる］ をク リ ッ

ク します。

9 ソフ ト ウェアのインス トールが完了した後で、 インス トー

ルしたそれぞれのNetWareサーバー上でVPSTART.NLM を

実行します。 インス トール後に初めて VPSTART.NLM を

ロードする と きは次のよ うに /Install スイ ッチを使う必要

があ り ます。
Load Sys:Sav¥Vpstart.nlm /Install

これはサーバーコンソールで実行でき、 権利があれば

RConsole または RConsoleJ を使えます。

警告 : 警告 : 警告 : 警告 : /Install スイ ッチを使う必要があるのはソフ ト ウェアのイ

ンス トール後のみです。 /Install スイ ッチを再び使う と現在の

設定が上書きされます。

Symantec AntiVirus Corporate Edition クラ
イアン トのインストール
この文書には Symantec AntiVirus Corporate Edition ク ラ イアン

ト を リモートの 32 ビッ ト Windows NT/2000/XP/2003 コン

ピュータに配置するための手順が記載されています。 NT ク ラ

イアン ト インス トールツールをインス トールした場合には

Symantec AntiVirus Corporate Edition ク ラ イアン ト を SSC から

配置するこ と もできます。

CD で、事前設定済みのクライアン ト インス トールパッケージで、

シマンテッ ク社のWebサイ トやログインスク リプト ツールを使っ

て、 または他社のツールを使って Symantec AntiVirus Corporate

Edition クライアン ト をローカルにインス トールする手順について

は 『Symantec AntiVirus Corporate Edition インス トールガイ ド』 を

参照してください。

Symantec Packager を使ってカスタムク ラ イアン ト インス トー

ルパッケージを作成し、 ネッ ト ワークに接続している 32 ビッ

トの Windows NT/2000/XP コンピュータに配置するこ と もでき

ます。 Symantec Packager は 64 ビッ ト コンピュータではサポー

ト されません。 詳し くは 『Symantec Packager 実装ガイ ド』 を

参照して ください。

CD から Windows コンピュータに配置するには

1 Symantec AntiVirus Corporate Edition CD を CD-ROM ド ラ イ

ブに挿入します。
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2 Symantec AntiVirus Corporate Editionウ ィ ン ド ウで［Symantec

AntiVirus のインス トール (S)］、 ［ク ラ イアン トの Windows

NT/2000/XP へのリモート インス トール (N)］ の順にク リ ッ

ク します。

3 ［ク ラ イアン ト インス ト ールユーテ ィ リ テ ィ によ う こそ］

ウ ィ ン ド ウで ［次へ (N)］ をク リ ッ ク します。

4 コンピュータの選択ウ ィ ン ド ウの ［使用可能なコンピュー

タ (C)］ で ［Microsoft windows network］ をダブルク リ ッ ク し

ます。

5 次のいずれかの操作をします。

■ ［使用可能なコンピュータ (C)］ で Symantec AntiVirus

ク ラ イアン トのインス トール先にしたいコンピュータ

を選択します。

■ ［AntiVirus サーバー (S)］ で親サーバーにしたいコン

ピュータを選択します。

6 ［追加 (A)］ をク リ ッ ク します。

7 管理したいすべてのク ラ イアン ト を追加するまでステップ

5 と 6 を繰り返します。

すでに Symantec AntiVirus Corporate Edition を実行してい

るコンピュータに再インス トールできます。 Windows NT/

2000/XP/2003 ク ラ イアン ト を追加するためにテキス ト

ファ イルをインポートするこ と もできます。

8 次のいずれかの操作をします。

■ WINS 以外の環境にあるコンピュータをインポートする

ために IP アドレスの入ったテキス ト ファ イルを作成し

た場合にはステップ 9 に進みます。

■ WINS 以外の環境にあるコンピュータをインポートする

ために IP アドレスの入ったテキス ト ファ イルを作成し

なかった場合にはステップ 11 に進みます。

9 コンピュータの リ ス ト をインポー トするには ［インポート

(I)］ をク リ ッ ク します。

10 コンピュータ名が入っているテキス ト フ ァ イルを見つけて

ダブルク リ ッ ク します。

［使用可能なコンピュータ (C)］ リ ス ト に追加するコン

ピュータの概略リ ス トが表示されます。

認証処理中に認証が必要なコンピュータにはユーザー名と

パスワードを指定する必要があ り ます。

11 ［選択の概略］ ダイアログボッ ク スで ［OK］ を ク リ ッ ク し

ます。

認証処理中にセッ ト アップは各種のエラー状態の有無を調

べます。 個々のコンピュータ別に対話式にこの情報を表示

するか、 後で表示するためにログファ イルに情報を書き込

むかの確認メ ッセージが表示されます。

ログファ イルを作成する場合、 それは

C:\Winnt\Navcecln.txt になり ます。

12 次のいずれかをク リ ッ ク します。

■ ログファ イルに書き込むには［はい］をク リ ッ ク します。

■ 情報を表示するには ［いいえ］ をク リ ッ ク します。

13 ［完了］ をク リ ッ ク します。

中央検疫のインストール
中央検疫は検疫サーバーと検疫コンソールで構成されます。 検

疫コンソールは SSC のインス トール先のコンピュータ と同じコ

ンピュータにインス トールする必要があ り ます。 検疫サーバー

は感染ファ イルを格納したいコンピュータにインス トールして

ください。

中央検疫のインストール
検疫コンソールスナップイン と検疫サーバーの両方を インス

トールする必要があ り ます。

検疫コンソールスナップインのインス トールには SSC が必

要です。

検疫コンソールスナップインをインス トールするには

1 SSC がインス トールされているコンピュータの CD-ROM ド

ラ イブに Symantec AntiVirus Corporate Edition CD を挿入し

ます。

2 Symantec AntiVirus Corporate Edition ウ ィ ン ド ウで ［管理者

用ツールのインス トール (T)］ 、 ［検疫コンソールのインス

トール (Q)］ の順にク リ ッ ク します。

3 画面の指示に従って操作します。

検疫サーバーをインス トールするには

1 検疫サーバーをインス トールしたいコンピュータのCD-ROM

ド ライブに Symantec AntiVirus Corporate Edition CD を挿入し

ます。

2 Symantec AntiVirus Corporate Edition ウ ィ ン ド ウで ［管理者

用ツールのインス トール (T)］ 、 ［中央検疫のインス トール

(T)］ の順にク リ ッ ク します。

3 画面の指示に従って操作します。

Symantec Packager のインストール
Windows インス トーラ 2.0 の有無を調べます。Windows インス トー

ラ 2.0 がインス トールされていない場合には Symantec Packager イ

ンス トールプログラムがそれをインス トールします。

Symantec Packager をインス トールするには

1 Symantec AntiVirus Corporate Edition CD を CD-ROM ド ラ イ

ブに挿入します。

2 Symantec AntiVirus Corporate Edition ウ ィ ン ド ウで ［管理者

用ツールのインス トール (T)］、［Symantec Packager のインス

トール (P)］ の順にク リ ッ ク します。

3 画面の指示に従って操作します。

インストール後の管理タスク
すべての管理タスクは 『Symantec AntiVirus Corporate Edition 管

理者ガイ ド』 に記載されています。

インス トール後に次の操作をする必要があ り ます。

■ サーバーグループごとの一次サーバーの作成

サーバーグループレベルで管理タス クを実行するにはその

前に SSC でサーバーグループに一次サーバーを割り当てる
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必要があ り ます。 一次サーバーにできるのは Windows NT/

2000/XP/2003 または NetWare のコンピュータです。警告管

理システム （AMS2） を使う場合には一次サーバーに AMS2

をインス トール済みであるこ とを確認します。

■ ウイルス定義ファ イルの更新

最新のウ イルスの脅威から守るためにシマンテ ッ ク ・ セ

キュ リ テ ィ ・ レスポンスはウイルス定義ファ イルの更新版

を頻繁に リ リ ース し ます。 Symantec AntiVirus Corporate

Edition CD を受け取るまでの間に新しいウイルス定義ファ

イルがすでにリ リース されています。 サーバーと ク ラ イア

ン ト を更新して ください。

■ Symantec AntiVirus Corporate Edition の設定

すべてのプラ ッ ト フォームの Symantec AntiVirus Corporate

Edition 設定を SSC コンソールで実行できます。設定がリアル

タイムでシステムに配置されます。

■ すべての保護コンピュータをウ イルススキャンするウイル

ス駆除の実行

スキャンするコンピュータの数が多い場合にはオフピーク

時に実行します。

主要な管理タスク
以下に示す主要な管理タスクを実行するための戦略を立てます。

■ ポ リ シーの設定と実施

リ アルタイムスキャンなどク ラ イアン トの設定をロ ッ ク し

て ク ラ イアン ト がウ イルスから保護される状態を保てま

す。 サーバーグループをパスワード保護して変更を加える

こ とができ るのを権限のある人のみにする こ と もでき ま

す。 これ以外にも多くのオプシ ョ ンが利用できます。

■ ウイルス定義ファ イルの管理

たとえば、 スケジュール設定した日時にすべてのサーバーと

クライアン トがウイルス定義ファイルを取り込むよ うに更新

処理を自動化したり、 新しいウイルス定義ファイルを絶え間

なく調べるよ うにクライアン ト を設定したりできます。

64 ビッ ト コンピュータは LiveUpdate を使ってウイルス定義

ファイルの更新版を受信します。 その他の方法はすべてサ

ポート されません。 それぞれの 64 ビッ ト管理コンピュータ

で最新のウイルス定義ファイルが確実に維持されるためには

連続 LiveUpdate を使って指定した期間が経過した後で各コ

ンピュータが更新版の有無を調べるよ うに要求できます。 連

続 LiveUpdate の使い方について詳し くは 『Symantec Antivirus 

Corporate Edition 管理者ガイ ド』 を参照してください。

■ 活動状態のウイルスの制御

たとえば、 感染ファ イルが自動的に中央検疫サーバーに転

送される よ う にサーバーと ク ラ イアン ト を設定できます。

そのファ イルをシマンテッ ク ・ セキュ リ テ ィ ・ レスポンス

に提出するよ うに選択し、 解決策の返送をすばやく受け取

れます。

■ ウ イルス履歴、 スキャン履歴、 イベン ト ログデータを使っ

た保護管理

データを分析して感染傾向を把握する と、 危険性の高いク

ラ イアン トにはよ り強力な保護オプシ ョ ンを設定するなど

適切な処理が適用できます。 ウ イルス履歴と イベン ト ログ

データはよ り高度な報告と警告のために収集して Symantec

Enterprise Security に転送するか、 他社のレポート システム

にエクスポートできます。

■ サーバーグループレベルでの管理

サーバーグループとはサーバーと ク ラ イアン ト のコンテナ

です。 SSC でサーバーをサーバーグループに割り当てるこ

とができます。 サーバーグループのメンバーはシマンテッ

ク製品の同じ設定を共有できます。 サーバーグループのす

べてのメ ンバーでシマンテッ ク製品操作を一度に実行する

こ と もできます。

■  ク ラ イアン ト グループレベルでの管理

SSC でク ラ イアン ト をク ラ イアン ト グループに割り当てる

こ とができます。 ク ラ イアン ト グループはサーバーグルー

プ内のコンピュータの論理グループです。 各ク ラ イアン ト

グループは個別に管理できます。 ク ラ イアン ト グループを

設定する と異なるポ リ シーを単一の親サーバーで設定し管

理できます。

■ サーバーレベルでの管理

ク ラ イアン ト のインス ト ール中にク ラ イアン ト を親サー

バーに割り当てる こ とができます。 サーバーのメンバーは

シマンテッ ク製品の同じ設定を共有できます。 サーバーの

すべてのメンバーでシマンテッ ク製品操作を一度に実行す

るこ と もできます。

このリ リースでの新機能
■ 強化されたサーバーグループセキュ リ ティ

インバウンド通信を IP アド レス と IPX アド レスのみに制限

するアド レスを指定してアクセス リ ス ト を作成するこ とで

サーバーグループパスワードによるセキュ リ テ ィ を強化で

きます。 たとえば、 SSC コンソールにアクセスできる攻撃

者や有効なサーバーグループパスワードが次の設定に権限

のない変更を加えないよ うに防止できます。

■ サーバーと ク ラ イアン トのウイルス対策保護の設定

■ ファ イルシステム リ アルタイム保護の設定

■ ク ラ イアン ト グループメンバーの割り当て

■ 一次サーバーの割り当て

■ Grc.dat ファイルの配布

■ ウイルス定義ファ イルのロールバッ ク

■ ネッ ト ワーク監査

ネ ッ ト ワーク上にウ イルス対策保護を し ていないコ ン

ピュータがある とネッ ト ワークにセキュ リ テ ィホールが残

り ます。 次に示す内容を判断する ために リ モー ト コ ン

ピュータのネッ ト ワーク監査を実行できます。

■ Symantec AntiVirus Corporate Edition ク ラ イアン トがイ

ンス トール済みで動作しているかど うか

■ ウイルス対策サーバー、ク ライアン ト 、管理外ク ライア

ン ト など、 インス トールされている保護の種類

■ コンピュータにインス トールされているウイルス対策

ソフ ト ウェアがシマンテッ ク社の製品 （Symantec 

AntiVirus コンシューマ版など） であるか他社製品であ

るか （ソフ ト ウェアの種類とバージョ ンの情報を含む）
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■ 64 ビッ ト コンピュータのサポート

Symantec AntiVirus Corporate Edition ク ラ イアン トはサポー

ト対象の 64 ビッ ト コンピュータにウイルス対策保護を提供

します。

詳し くは 『Symantec AntiVirus Corporate Edition インス トー

ルガイ ド』 を参照して ください。

■ Windows Server 2003 のサポート

Windows Server 2003 コンピュータに次のコンポーネン ト を

インス トールできます。

■ Symantec AntiVirus Corporate Edition サーバー（32 ビッ ト ）

■ 検疫サーバー （32 ビッ ト ）

■ Symantec AntiVirus Corporate Edition ク ラ イアン ト （32

ビッ ト ）

■ NetWare Secure Console のサポート

NetWare Secure Console が動作している NetWare サーバー

に Symantec AntiVirus Corporate Edition をインス トールで

きます。
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